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金沢養護学校の開校当時を振り返って 

校長  福田 裕志 

 

この４月より金沢養護学校に着任しました校長の 福
ふく

田
だ

 裕
ひろ

志
し

 

です。児童・生徒の皆さん、保護者の皆様、そして地域の皆

様、よろしくお願いいたします。 

本校では４月５日に始業式と入学式が行われました。在校生

の児童・生徒の皆さんはそれぞれ学年が一つずつ上がり、楽し

みにしていた学校生活が始まりました。また、たくさんの新入

生を迎えましたが、少し緊張した中でこれからの新しい学校生

活への期待に満ちた様子も見られました。そして全校児童・生徒数は303名になりました。

教職員一同、子どもたちが健やかに成長できるよう全力で教育活動にあたっていきたいと

思っています。 

さて、金沢養護学校は今年で15年目を迎えます。実は学校が開校した平成19年から３

年間、私は本校の教員でした。今回、校長として着任しましたが、11年ぶりに帰ってきた

という感じがします。開校当初は、今の場所から南に約２ｋｍ位離れたところにある旧横

浜市立並木第三小学校の校舎を借りてスタートしました。知的障害教育部門の小学部、中

学部、高等部のみで、児童・生徒数も約80名の規模でしたので、児童・生徒、保護者、教

職員がお互いをよく分かり、誰にでも話ができるような雰囲気がありました。また、建設

中の新校舎の様子を子どもたちと一緒に見学に来て、新しい校舎で勉強できるのを楽しみ

に待っていました。そして２年目に新校舎に移り、一緒に学ぶ児童・生徒、教職員が一気

に増え、今のような大きな学校になりました。たくさんの子ども達と共に真新しい校舎で、

金沢フェスティバルや夏祭りなど様々な活動をしたことが思い出されます。 

 それから十数年が経ち、校舎は少し使い込まれてきた感じはありま

すが、たくさんの元気な子どもたちが集い、活気のある学校であるの

は今も変わりません。また、この間に様々な出来事を経験し、より多

くの人たちに支えられ、ますます学校の教育活動の幅が広がってきた

と感じます。この歩みを止めることなく、これからも皆様のご協力を

いただきながら、安心、安全を第一に、子どもたちが学ぶ楽しさを実

感できる学校を目指したいと思います。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

笑顔と やさしい心 

かなざわ 


